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６月定例会は、６月４日から６月１２日まで、会期９日間の日程で開かれました。
条例案・補正予算案等の議案が提出され、審議の結果、議会は賛成多数で可決しました。

６月定例会の主な議案

　
小
竹
町
と
飯
塚
市
の
境
界
変
更

を
福
岡
県
知
事
に
申
請
す
る
た
め

の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
小
竹
町
大
字
勝

野
字
向
井
鶴
と
飯
塚
市
口
原
の
一

部
に
お
い
て
、
長
年
、
住
む
人
の

生
活
実
態
と
市
町
の
境
界
等
で
不

便
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
解
消
し
、

住
む
人
の
利
便
と
行
政
運
営
の
円

滑
化
を
図
る
た
め
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
　
今
後
、
両
市
町
か
ら
福
岡
県
知

事
へ
の
申
請
後
、
福
岡
県
議
会
の

議
決
を
経
て
、
総
務
大
臣
に
届
出

後
、
告
示
さ
れ
た
日
か
ら
境
界
変

更
の
効
力
が
発
生
し
ま
す
。

○
市
町
の
境
界
変
更
に
伴
う
財
産

　
処
分
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

　
多
く
の
市
町
村
で
条
例
の
横
書

き
化
が
進
む
中
、
本
町
に
お
い
て

も
、
小
竹
町
条
例
の
左
横
書
き
化

に
関
す
る
条
例
が
可
決
さ
れ
、
現

行
の
縦
書
き
の
条
例
が
左
横
書
き

に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
条
例
は
、
小
竹
町
の
条
例

を
左
横
書
き
に
改
め
る
た
め
に
、

用
字
及
び
用
語
の
統
一
等
の
整
備

に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
定
め
る

も
の
で
す
。

　
な
お
、
実
施
時
期
は
、
平
成
22

年
１
月
１
日
か
ら
で
す
。

境界変更区域表

境界変更区域図

8,089.68 m2

飯塚市から

小竹町へ編入

小竹町から

飯塚市へ編入

区　　域

大字勝野字向鶴
の一部
(公有地含む)

口原字チシャノキ
の一部
（国有地含む）

面  　 積

7,974.38 m2

小
竹
町
と
飯
塚
市
の

　
境
界
が
変
更
さ
れ
ま
す

境
界
変
更
に
関
連
し
て

　
　
　
可
決
さ
れ
た
議
案

町
の
条
例
を

　
縦
書
き
か
ら
横
書
き
に
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予
算
委
員
会
の

           

主
な
質
疑

問
　
国
の
経
済
危
機
対
策
で
、
が

ん
対
策
と
し
て
検
診
手
帳
や
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
の
交
付
事
業
が
あ

る
が
、
そ
の
対
象
者
は
。

　
ま
た
、
本
町
で
の
実
施
予
定
は
。

答
　
対
象
者
は
、
子
宮
頚
が
ん
に

つ
い
て
は
、
20
、
25
、
30
、

35
、
40
歳
、
乳
が
ん
は
40
、

45
、
50
、
55
歳
に
達
し
た
女
性

で
す
。

　
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
県
の

説
明
会
の
内
容
を
受
け
、
検
討
し

ま
す
。

問
　
消
費
者
行
政
活
性
化
基
金
事

業
の
内
容
は
。

答
　
消
費
者
を
ね
ら
う
悪
徳
商
法
、

架
空
請
求
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど

の
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
啓
発
活
動

事
業
で
、
全
額
県
費
補
助
で
す
。

　
具
体
的
な
内
容
は
、
振
り
込
め

詐
欺
な
ど
に
遭
わ
な
い
た
め
の
啓

発
冊
子
の
作
成
、
と
き
め
き
大
学

公
開
講
座
を
利
用
し
た
振
り
込
め

詐
欺
の
研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
た
消
費
者
相
談
窓
口
開
設
の

た
め
の
備
品
購
入
等
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

問
　
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特

例
基
金
事
業
補
助
金
は
雇
い
止
め

で
失
業
し
た
方
た
ち
を
雇
用
す
る

た
め
の
事
業
か
。

　
ま
た
、
こ
の
事
業
の
関
係
で
、

臨
時
雇
給
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

職
務
内
容
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

答
　
こ
の
事
業
は
、
失
業
者
を
雇

い
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
町
内
の

雇
用
を
創
出
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
　
職
務
内
容
は
、
短
期
間
の
雇
用

な
の
で
、
特
別
な
資
格
を
必
要
と

し
な
い
一
般
的
な
事
務
で
す
。

問
　
以
前
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業

の
活
用
で
不
法
投
棄
対
策
を
行
う

よ
う
提
案
を
し
た
が
、
ど
う
な
っ

た
の
か
。

答
　
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
担
当
課
で
対
応
し
て
い
ま

す
が
、
不
足
す
る
場
合
は
全
職
員

の
協
力
を
求
め
て
対
処
し
て
い
ま

す
。
雇
用
に
つ
い
て
は
、
今
後
研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
　
雇
用
促
進
住
宅
購
入
費
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
町
営

住
宅
と
同
じ
よ
う
な
家
賃
設
定
に

な
る
の
か
。

答
　
定
住
促
進
住
宅
と
し
て
、
収

入
に
関
係
な
く
家
賃
設
定
が
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
入
居
基
準
等
に
つ
い
て

も
、
現
在
検
討
中
で
す
。

問
　
雇
用
促
進
住
宅
の
購
入
に
あ

た
り
、
安
く
譲
り
受
け
る
よ
う
努

力
し
た
の
か
。

　
以
前
、
町
民
体
育
館
を
購
入
し

た
際
の
金
額
は
い
く
ら
か
。

答
　
以
前
、
町
民
体
育
館
を
１
万

円
程
度
で
購
入
し
ま
し
た
が
、
運

営
上
の
収
益
の
関
係
も
あ
り
、
雇

用
能
力
開
発
機
構
と
十
分
協
議
の

う
え
、
最
終
金
額
を
決
定
し
ま
し

た
。
　
雇
用
促
進
住
宅
の
購
入
金
額
は
、

当
初
２
億
１
０
０
０
万
円
で
し
た

が
、
交
渉
の
末
、
４
３
９
０
万
に

な
り
ま
し
た
。

問
　
職
員
に
対
す
る
接
遇
の
指

導
、
管
理
、
監
督
は
ど
う
し
て
い

る
の
か
。

答
　
日
頃
か
ら
接
遇
に
つ
い
て

は
口
頭
、
文
書
に
て
強
く
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
接
遇
、
マ
ナ
ー
、
服
装

等
、
全
職
員
が
さ
ら
に
向
上
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

問
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対

す
る
予
防
費
が
計
上
さ
れ
て
い
な

い
が
、
町
、
教
育
委
員
会
の
対
応

は
。

答
　
予
防
対
策
と
し
て
、
広
報
紙

等
で
の
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
マ
ス
ク
を
約
３
０
０
０
枚

用
意
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
で
は
、
児
童
生
徒
に
う
が

い
手
洗
い
の
実
施
を
周
知
徹
底
さ

せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
登
校
し
た

児
童
生
徒
の
発
熱
調
査
等
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

答答 問 問

答答 問 問

答

問答

問

問答

問答

平成2 1年度補正予算
一般会計　　　 　5，450万円
総　　額　  　　  5，450万円

・・・・・・・

・・・・・・・
可
決
可
決

購入する雇用促進住宅



　
国
は
、
不
況
で
失
業
し
た
人
が
、

健
康
保
険
組
合
な
ど
か
ら
新
規
に

国
保
へ
移
り
、
町
が
保
険
料
の
軽

減
や
免
除
の
措
置
を
と
っ
た
場
合

の
国
費
補
て
ん
の
増
額
を
発
表
し

ま
し
た
。
本
町
で
の
失
業
者
に
対

す
る
減
免
の
取
り
組
み
は
。

　
町
長
は
「
国
保
税
を
年
度
内
に

改
定
す
る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た

が
、
危
機
的
経
済
状
況
の
中
で
、

国
保
税
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
れ

ば
、
収
納
率
が
悪
化
し
、
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　
法
定
外
繰
入
を
し
て
保
険
税
の

引
き
上
げ
を
回
避
で
き
な
い
で
し

ょ
う
か
。
国
保
税
の
滞
納
額
が
９

０
０
０
万
円
以
上
も
あ
る
中
で
、

町
民
は
納
得
し
ま
せ
ん
。

　
国
保
税
の
引
き
上
げ
、
収
納
率

の
低
下
、
国
保
財
政
の
悪
化
、
国

保
税
の
引
き
上
げ
と
い
う
、
悪
循

環
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　
真
面
目
に
納
め
て
い
る
人
が
不

利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
滞
納
者
の
中
に
は
多
重
債
務
で
、

払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
事
情
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

親
身
に
な
っ
て
相
談
で
き
る
相
談

員
を
育
て
て
、
国
保
税
の
収
納
率

を
こ
れ
以
上
下
げ
な
い
取
り
組
み

が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　　
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」

を
創
設
し
て
い
る
自
治
体
は
、
19

都
道
府
県
83
自
治
体
に
な
っ
て
い

ま
す
。
補
助
金
額
に
対
し
、
大
き

な
波
及
効
果
が
あ
る
こ
と
が
特
徴

で
す
。

　
介
護
保
険
や
耐
震
改
修
に
あ
わ

せ
た
リ
フ
ォ
ー
ム
、
下
水
道
工
事

に
も
活
用
で
き
ま
す
。

　
経
済
不
況
の
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、

地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
て
実
現
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
本
町
長
　
非
自
発
的
な
離
職
等

に
伴
い
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
と
な
っ
た
人
は
、
収
入
が
激
減

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
民
健

康
保
険
税
は
前
年
度
の
所
得
を
基

準
と
し
て
保
険
税
を
算
定
す
る
の

で
過
重
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
納
付
の
相
談
を
い
た
だ
け
れ
ば

保
険
税
の
分
割
納
付
に
つ
い
て
、

適
切
な
配
慮
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
減
免
規
定
に
明
確
な
基

準
を
定
め
る
こ
と
を
検
討
中
で
す
。

　
国
保
会
計
は
、
財
政
調
整
基
金

繰
入
金
や
一
般
会
計
繰
入
金
等
で

財
源
を
賄
っ
て
い
ま
す
。
今
、
基

金
残
高
が
少
な
く
な
り
、
一
般
会

計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
を
こ
れ
以

上
増
や
す
こ
と
は
難
し
く
、
国
保

会
計
の
安
定
的
な
運
営
の
た
め
引

き
上
げ
を
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
す
。

　
収
納
率
向
上
に
つ
い
て
は
、
滞

納
者
の
多
重
債
務
等
に
関
す
る
相

談
や
滞
納
世
帯
の
生
活
状
況
等
の

相
談
を
役
場
窓
口
で
お
受
け
し
て

対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
補
助
事
業

は
一
部
の
自
治
体
で
は
、
市
町
村

単
独
事
業
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
本
町
の
財
政
状
況
を
考

え
る
と
補
助
等
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
関

連
予
算
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
現

在
検
討
中
で
す
。

　
災
害
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

と
き
に
活
用
で
き
る
「
被
災
者
支

援
シ
ス
テ
ム
」
に
は
三
つ
の
特
長

が
あ
り
ま
す
。

一
　
地
方
公
共
団
体
が
救
済
・
復

旧
・
復
興
業
務
を
遂
行
す
る
上
で

の
必
要
な
機
能
が
全
て
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

二
　
地
図
情
報
と
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
さ
ら
に
力
を
発
揮
し
ま
す
。

三
　
財
団
法
人
地
方
自
治
情
報
セ

ン
タ
ー
「
地
方
公
共
団
体
業
務
用

プ
ロ
グ
ラ
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」
に
登

録
し
て
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

そこが知りたいそこが知りたい

一 般 質一 般 質 問
そこが知りたいそこが知りたい

一 般 質一 般 質 問
そこが知りたいそこが知りたい

一 般 質一 般 質 問
そこが知りたいそこが知りたい

一 般 質一 般 質 問
そこが知りたい

一 般 質 問
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広
瀬
早
美
議
員

○

国
保
税
の
引
き
下
げ
を

国
保
税
の
引
き
下
げ
を

○

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

　
　
助
成
制
度
の
実
施
を

　
　
助
成
制
度
の
実
施
を

○

国
保
税
の
引
き
下
げ
を

○

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

　
　
助
成
制
度
の
実
施
を

○「被災者支援システム」「被災者支援システム」
　の利活用を　の利活用を
○ 介護支援ボランティア介護支援ボランティア
　活動事業の推進を　活動事業の推進を

○「被災者支援システム」
　の利活用を
○ 介護支援ボランティア
　活動事業の推進を

大安 美佐代 議員



を
通
じ
て
無
償
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
ハ
ー
ド
面
で
の
制
約

も
少
な
く
安
価
に
シ
ス
テ
ム
を
構

築
で
き
る
そ
う
で
す
。

　
災
害
発
生
時
に
、
行
政
の
す
ば

や
い
復
旧
や
復
興
に
は
不
可
欠
な

の
で
、
被
災
者
の
氏
名
・
住
所
な

ど
の
基
本
情
報
や
被
害
状
況
・
避

難
先
・
被
災
者
証
明
書
の
発
行
な

ど
を
総
合
的
に
管
理
す
る
こ
の
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
考
え
る
べ
き
で

は
。

　
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
地
域

支
援
事
業
と
し
て
、
介
護
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
動
実
績
に
応
じ
て

ポ
イ
ン
ト
を
交
付
し
ま
す
。
こ
の

ポ
イ
ン
ト
は
本
人
が
介
護
を
受
け

る
時
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
ポ
イ
ン
ト
制
で
実
質
的
な
介
護

保
険
料
の
軽
減
。

○
地
域
貢
献
が
で
き
る
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
自
身
の

介
護
予
防
に
も
役
立
つ
。

　
以
上
の
よ
う
な
利
点
に
よ
り
、

こ
の
制
度
の
導
入
を
提
案
い
た
し

ま
す
が
、
町
長
の
考
え
は
。

山
本
町
長
　
「
被
災
者
支
援
シ
ス

テ
ム
」
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の

と
き
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
本
町
に
と

っ
て
そ
れ
と
同
じ
も
の
が
必
要
か

ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
検
討
が
必

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
災
害
時
に
お
い
て
、
行
政
に
素

早
い
対
応
が
求
め
ら
れ
る
の
は
当

然
で
す
。

　
本
町
で
は
、
小
竹
町
地
域
防
災

計
画
の
中
で
防
災
に
対
す
る
考
え

方
等
は
示
し
て
お
り
、
災
害
時
の

準
備
は
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
人
命
に
関
わ
る
こ
と

で
あ
り
、
地
域
の
自
治
会
、
消
防
、

警
察
と
も
協
議
を
し
な
が
ら
整
理

し
た
も
の
を
作
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
ポ
イ
ン
ト
制
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
本
町
の
場
合
、
福
岡
県
介
護

保
険
広
域
連
合
に
加
入
し
て
お
り
、

広
域
連
合
と
し
て
こ
の
制
度
に
取

り
組
む
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
の
趣
旨
に
つ
い
て
は

十
分
理
解
し
て
い
ま
す
。
町
と
し

て
単
独
事
業
で
行
う
場
合
は
、
福

祉
関
係
機
関
等
と
の
協
議
が
必
要

に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
本
町
の
財
政
負
担
の
軽
減
の

た
め
に
、
直
方
・
鞍
手
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
（
消
防
事
業
特
別

会
計
）
は
、
直
鞍
一
本
化
が
望
ま

し
い
の
で
は
な
い
か
。

　
で
き
な
い
原
因
は
。

問
　
直
方
・
鞍
手
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
の
消
防
事
業
に
は
、
直

方
市
は
加
わ
っ
て
い
な
い
。

　
直
方
市
の
市
長
や
議
員
が
消
防

事
業
の
予
算
審
議
等
に
参
加
す
る

資
格
は
な
い
の
で
は
。

　
予
算
も
別
々
に
執
行
し
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
直
方
市
へ
脱
退
勧

告
は
出
せ
な
い
か
。
ま
た
は
、
鞍

手
地
区
の
１
市
２
町
の
離
脱
を
考

え
な
い
か
。

答
　
２
年
前
に
一
本
化
の
協
議
を

行
い
ま
し
た
が
、
実
現
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
話
と
し
て
は
再
三

出
て
き
ま
す
が
、
直
方
市
よ
り
も

鞍
手
地
区
の
一
部
事
務
組
合
の
方

が
、
倍
近
い
費
用
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
給
与
が
直
方
市
と
異
な

る
な
ど
の
経
済
的
な
理
由
が
あ
り
、

負
担
金
を
め
ぐ
っ
て
折
り
合
い
が

つ
か
な
い
点
が
考
え
ら
れ
、
最
終

的
に
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
す
。

　
し
か
し
、
一
本
化
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
は
、
再
度
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
政
報
告
に
対
す
る
質
疑

町
政
報
告
に
対
す
る
質
疑

平成21年８月１日　福岡県小竹町　議会だより(5) No.184

陳情・意見書
社会保険病院「健康保険直方中央病院」の公的な医療機関としての
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　存続・充実を求める意見書･････････可　　決

（5月26日臨時会）
「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかな制定を求める意見書採択の陳情･････････継続審査
基地対策予算の増額等を求める意見書･････････････････････････････････････････････可　　決
新たな過疎対策法の制定に関する意見書･･･････････････････････････････････････････可　　決

初盆会の御香典や寄付は
禁じられています

　ことしもお盆の季節を迎え、初盆のご家庭には、
重ねてお悔やみ申し上げます。
　議員の初盆会の御香典や、諸行事等での寄付行為
は、公職選挙法で禁止されています。



「
梅
雨
と
米
」

　
梅
雨
の
雨
は
、「
米
」
づ
く
り

に
必
要
な
水
と
し
て
、
毎
年
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
梅
雨

入
り
宣
言
後
も
ま
と
ま
っ
た
雨

は
降
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
本
町
の
田
植
え
も
終
わ
り
、
早

苗
も
日
毎
に
色
濃
さ
を
増
し
順
調

に
育
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　「
米
」
づ
く
り
に
と
っ
て
、
水

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す

が
、
田
植
え
後
の
水
不
足
が
心
配

で
す
。

　
わ
が
国
は
「
瑞
穂
の
国
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
昔
か
ら
「
米
」

づ
く
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
こ
の
「
瑞
穂
の
国
」
の
「
米
」

づ
く
り
を
支
え
て
き
た
の
は
梅
雨

の
雨
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
梅
雨
と
「
米
」
づ
く
り
は
切
っ

て
も
切
り
離
せ
な
い
関
係
で
す
。

　
時
と
し
て
大
災
害
を
も
た
ら
す

大
雨
を
望
む
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
梅
雨
ら
し
い
雨
を
期
待
す

る
の
は
私
一
人
で
し
ょ
う
か
。

　（
編
集
副
委
員
長
　
宮
野
一
男
）

※事情により変更される場合もありますので※事情により変更される場合もありますので
　あらかじめご了承ください。　あらかじめご了承ください。
※事情により変更される場合もありますので
　あらかじめご了承ください。

次回の定例会は、次回の定例会は、９月3日（木）（木）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開会予定です。開会予定です。
次回の定例会は、９月3日（木）
　　　　　　　　　　　　開会予定です。

　
議
会
の
傍
聴
は
、
手
続
き
が

面
倒
と
思
わ
れ
て
は
い
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
傍
聴
の
手
続
き
は
、
受

付
簿
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
を
記
入
す
る
だ
け
で
す
。

　
議
会
は
、
予
算
や
条
例
を
は

じ
め
、
行
政
に
対
す
る
一
般
質

問
な
ど
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
審
議
を
し
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
定
例
会
の
開
催
予
定

日
が
近
付
き
ま
し
た
ら
、
役
場

の
掲
示
板
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
傍
聴
場
所
は
、
役
場
三
階
議

事
堂
内
傍
聴
席
で
す
。

　
ま
た
、
テ
レ
ビ
放
映
に
よ
る

傍
聴
は
、
手
続
き
は
不
要
で
役

場
一
階
ロ
ビ
ー
、
町
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
ま

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
電
話
　
②
―

１
９
６
７

   　
小
竹
町
議
会
議
長
の
野
田
剛
敏
氏
は
小
竹
町
の
み
な
ら
ず
鞍
手

郡
の
議
長
会
会
長
と
し
て
地
方
自
治
の
発
展
に
努
力
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
度
、
６
月
１５
日
の

福
岡
県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総

会
に
お
い
て
県
会
長
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
福
岡
県
町
村
議
会
議

長
会
会
長
と
し
て
の
重
責
を
背
負

わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
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議
会
が
同
意
し
た
人
事

人
権
擁
護
委
員
（
再
任
）

住
　
　
所
　
赤
地
八
九
五
番
地
の
一

　
　
　
　
　
　
　
（
赤
地
区
９
組
）

生
年
月
日
　
昭
和
１０
年
１２
月
５
日

梅

野

師

子

氏

う
め
　
　
の
　
　
の
り
　
　
こ

福
岡
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
に

　

野
田
剛
敏
議
長
が
選
任
さ
れ
る

※役場裏駐車場は工事中のため、役場前駐車場又
　は、役場横駐車場をご利用ください。

〈役場前駐車場〉

役場庁舎
〈3階〉

〈1階〉

玄関

掲示板

会計課

議会事務局
議事堂

階段

階段 階段税務住民課

ロビー
テレビ放映

総務課

健康増進課

福祉課

電算室

テレビ放映（議会傍聴）は役場ロビー
又は総合福祉センターロビーで放映
しています。

傍
聴
席

総合福祉
センター
ロビー
テレビ放映

若竹荘

消防署

※
傍
聴
席
は
、電
算
室
横
階
段
よ
り

　
３
階
ま
で
あ
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

企
画
財
政
課
・
管
財
課
・
産
業
課
・
建
設
課

〈
役
場
横
駐
車
場
〉


